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止するための「静砂垣」を設置しています。これらを設置することで、植栽した苗木がしっかりと

れました。表彰式は、天皇皇后両陛下御臨席の下、４月２７日、東京都千代田区の憲政記念館で行

に加速していくこととしています。

彰を受け大変緊張しました。」と話されました。

　　式典会場での濱須さん御夫妻　　　　　　　　　　式典会場　　　　　　　  受賞後の相双農林事務所訪問(5/18)

間伐材を積極的に活用しています（森林林業部）
　現在、管内では海岸防災林の復旧工事が着実に進んでいます。南相馬市鹿島区の海岸部では、植

栽木がしっかりと根を張る大地を作るために盛土工事を実施し、盛土が完了した箇所にはクロマツ

　濱須さんは「地域の方々の協力を得ながら森づくりに取り組んできました。受賞できたのは、活

動に協力してくださった皆さんのおかげであり、感謝の気持ちでいっぱいです。天皇陛下の前で表

くりの担い手の育成にも尽力されています。

　苗木を植栽した箇所には、苗木を強風から守るための「防風柵」や、砂が強風で移動するのを防

***************************************************************************************

などの苗木を植栽しています。

市民参加型の緑化活動のモデルとなっています。また、「みどりの学校」を創設し、地域の森林づ

法人「みどりと花の大地学園」を創設し、広域に植樹活動を展開されました。これらの取り組みは、

***************************************************************************************

***************************************************************************************
緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰（森林林業部）
　南相馬市在住の濱須篤義さんが、「平成２７年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰」を受賞さ

われました。受賞した全国１３の個人・団体の代表として、濱須さんが表彰状を授与されました。

　濱須さんは、先進的に緑化運動に取り組み、「ふるさとにケヤキの森をつくる会」や特定非営利

　　　　（南相馬市鹿島区）　　　　　　　　

成長する環境が整えられることになります。最終的には、管内の防風柵の総延長は約５６ｋｍ、静

砂垣に積極的に活用することで、管内はもとより県内の森林・林業の再生に向けた取り組みをさら

砂垣総延長は約７８０ｋｍになる予定です。　

　また、本誌で以前紹介した「ふくしま森林再生事業」では、原発事故により荒廃した森林におい

て間伐などの森林整備を実施していますが、この事業により伐採・搬出された間伐材を防風柵や静

防風柵・静砂垣が設置された海岸防災林　　　　   防風柵（移動型）　　　　　　　　　　静砂垣と植栽状況
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　起工式では、内堀知事がセンターの役割等についてあいさつを述べ、また、県担当者からは施設

概要等の説明を行いました。

　当センターは、避難地域等における営農再開・農業再生を図るため、現地環境下において実証的

な調査・研究を行うための研究拠点として整備するもので、相双地方の農業再生に大きく寄与する

ものとして期待されております。

　現在、平成２７年度中の完成を目指し、本格的な建設工事が進められています。

おいしい　ふくしま　いただきます！キャンペーン

***************************************************************************************

の支援として５名の合計２２名が全国から復興支援に来て頂いております。復旧工事の集中による

～農地災害復旧・復興に向けて　福耕支援隊２２名が相双に～（農村整備部）
　農村整備部では、農地復旧に９名、施設災害復旧に４名、農地海岸復旧に４名、市町村災害復旧

***************************************************************************************

浜地域農業再生研究センター起工式（企画部）

わせてまいります。（福耕支援隊： 主に福島県沿岸部の相双地方に、農地や農業用施設の復旧業務

　　　 　起工式の様子（知事挨拶）　　　　　　　　　　　　　　　センターの完成予想図

農林事務所からのお知らせ

★日時：平成２７年６月１４日（日）　１０：００～１４：００（抽選終了まで）

労務者不足等、課題はあるものの、震災から５年目を迎え、更なる復旧・復興の加速に向け力を合

のために、全国の道県などから派遣された農業土木技術者のみなさんの愛称）

お待ちしております。

■場所：イオン相馬店（相馬市馬場野字雨田５１）

　福島県産農産物のＰＲのほか、きゅうり、トマト等が当たる抽選会もあります。皆様のお越しを

　県が整備を進めている浜地域農業再生研究センターの起工式が、５月１５日、南相馬市萱浜地内

の建設予定地において行われました。

福耕支援隊の集合状況
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